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１．研究計画の概要 

森林の場合は水域生態系のように生産され
た有機物が拡散していくことがなく、リター
はその樹木の樹冠下に落ち堆積するので、リ
ターに含まれるポリフェノール濃度に依存
した濃度の、難分解性タンパク質－ポリフェ
ノール複合体が土壌にモザイク状に形成さ
れる。異なる濃度のタンパク質－ポリフェノ
ール複合体は、土壌微生物に対して異なる選
択圧として働くであろう。この研究では、樹
種特異的な組成を持つ土壌微生物群集が局
所的に土壌表層に形成され、分解にかかわる
土壌微生物の分解酵素活性に局在化が生じ、
樹木実生の分布に影響を与えることを解明
する。 

２．研究の進捗状況 

（１）人為影響の低い常緑広葉樹林に 1ha の
調査区を設定し、優占するマキ科針葉樹種と
マテバシイ属広葉樹種の樹冠下で一定距離
毎に深度別の土壌サンプルを採集した。この
土壌の溶存総フェノール物質の濃度、縮合タ
ンニン濃度、pH、含水率、各種酵素活性（リ
ン酸分解酵素、β -D-Glucosidase, Phenol 

Oxidase, Peroxidase）を測定した。リターと
して地表に加わる縮合タンニン量の平均値
は、針葉樹下でより高かった。酵素活性に対
する樹種と距離の効果を検証したところ、β
-D-Glucosidase と Phenol Oxidase において
有意な樹種と距離の効果が認められた。また、
Peroxidase 活性は土壌有機態炭素当たりの
総フェノール量と正の相関があった。以上か
ら、ポリフェノール含有量の異なるリターを
生産する樹種の周りに、親木特異的なリター
が落下し、樹種依存的なポリフェノール含有
量の土壌が形成され、これが酵素活性に影響

を及ぼしていることが示唆された。 

（２）土壌微生物群集の組成、活性に対する
針葉樹由来ポリフェノールの影響を実験的
に検証するため、針葉樹の生葉から縮合タン
ニンを抽出精製し、これを蒸留水に溶かして
野外の土壌に散布した。経時的に土壌呼吸量
を測定した。その結果、縮合タンニン接種区
で土壌呼吸速度が有意に低下した。また、縮
合タンニン散布後に、窒素、リン、ポリフェ
ノールの無機化に関わる土壌酵素活性が低
下した。縮合タンニン接種区では真菌類由来
の脂質濃度が上昇していた。実験室内での土
壌培養実験では、縮合タンニン接種区での土
壌微生物の無機化活性の低下、真菌類由来の
脂質濃度の上昇は、野外接種実験に比べてい
っそう顕著であった。以上のように、生葉由
来の縮合タンニンが土壌生態系に及ぼす影
響を明らかにしつつある。 

３．現在までの達成度 

おおむね順調に進展している。実験について
は、当初の予定通りの進行状況であり、研究
発表業績については、短期間に査読論文を複
数発表しており、満足できる状況にある。 

４．今後の研究の推進方策 
土壌から樹木分布へのフィードバックを明
らかにするために、樹木の栄養塩要求度や利
用効率の種間差を明らかにする。光条件が同
じで、異なる溶存ポリフェノール濃度を持つ
土壌間で樹木実生の成長速度の違いを調べ、
土壌ポリフェノールが樹木実生の生長に及
ぼす影響を明らかにする。 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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